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三
宅
島
の
近
況
か
ら
お
伝

え
す
る
。

 

４
月
１
日
、
あ
じ
さ
い
の

里
開
所
。
避
難
当
時
49
人
の

入
所
者
の
内
、
残
念
な
こ
と

に
33
名
が
亡
く
な
り
16
名
に

減
っ
た
が
、
ヘ
リ
等
で
戻
っ

て
き
た
。
定
員
は
50
名
。
法

人
、
国
、
村
な
ど
の
ご
尽
力

に
感
謝
し
た
い
。

 

６
月
10
日
に
は
、
三
校
一

校
体
制
に
縮
小
さ
れ
た
小
・

中
学
校
第
１
回
合
同
運
動
会

が
開
催
さ
れ
た
。
ち
な
み
に

生
徒
数
は
小
学
校
58
名
、
中

学
校
51
名
。
招
か
れ
て
参
加

し
た
保
育
園
児
は
34
名
と
紹

介
さ
れ
た
。
生
徒
は
想
像
以

上
に
明
る
く
、
先
生
た
ち
の

ご
努
力
が
見
て
取
れ
た
。
島

の
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
と

共
に
歓
声
を
上
げ
、
久
し
ぶ

り
に
参
加
者
は
晴
れ
晴
れ
。

 

午
後
は
、
温
泉
の
再
開
式
、

15
日
か
ら
営
業
す
る
。

 
６
月
25
日
、
26
日
は
、
全

島
避
難
当
初
か
ら
ふ
れ
あ
い

集
会
の
司
会
者
な
ど
を
行

い
、
今
で
も
ご
支
援
を
頂
い

て
い
る
女
優
の
京
町
（
み
や

こ
）
さ
ん
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
阪
神
淡

路
大
震
災
「
１
・
１
７
希
望

の
灯
り
」
の
白
木
利
周
さ
ん
、

演
奏
家
の
深
夜
工
事
さ
ん
、

俳
優
の
加
藤
大
騎
さ
ん
な
ど

６
名
が
来
島
し
た
。

 

目
的
は
、
兵
庫
区
の
天
神

山
廣
志
さ
ん
か
ら
、
高
校
に

野
球
の
練
習
ボ
ー
ル
（
約
百

個
）
、
小
学
校
に
神
戸
の
和

田
岬
小
学
校
か
ら
応
援
の
詰

ま
っ
た
夢
手
箱
、
小
・
中
学

校
の
旧
校
歌
Ｃ
Ｄ
と
白
木
さ

ん
か
ら
『
希
望
の
灯
り
』
を

届
け
る
こ
と
で
あ
る
。

 

当
日
は
小
・
中
学
校
生
徒

に
お
話
を
す
る
機
会
と
、
深

夜
工
事
さ
ん
の
演
奏
も
あ

り
、
災
害
に
負
け
な
い
誓
い

を
新
た
に
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
高
校
で
は
野
球
部
の
生

徒
に
天
神
山
さ
ん
の
ボ
ー
ル

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
た
。

　

ま
た
神
着
老
人
ク
ラ
ブ
の

ご
協
力
で
、
旧
浅
沼
稲
次
郎

宅
の
児
童
公
園
（
通
称
）
に

ひ
ま
わ
り
の
種
も
播
く
こ
と

が
で
き
た
。

　

三
宅
島
で
は
、
平
野
村
長

を
は
じ
め
行
政
の
努
力
に
よ

り
復
旧
が
進
ん
で
い
る
。

　

し
か
し
高
濃
度
地
区
と
在

京
島
民
、
空
港
再
開
の
最
大

課
題
が
残
っ
て
い
る
。

 

特
に
、
高
濃
度
地
区
住
民

は
高
齢
化
と
経
済
的
な
ひ
っ

迫
の
中
で
、
生
き
る
た
め
に

自
衛
の
行
動
を
起
こ
す
権
利

が
あ
る
。
そ
の
一
環
と
し
て

当
ネ
ッ
ト
で
は
請
願
を
準
備

し
て
い
る
。
趣
旨
は
、
「
三

宅
村
は
、
高
濃
度
地
区
の
在

京
島
民
が
帰
島
を
す
る
た
め

に
村
営
住
宅
等
の
入
居
を
希

望
し
た
場
合
は
、
直
ち
に
対

応
し
入
居
を
さ
せ
る
努
力
を

行
う
こ
と
」
で
あ
る
。

 

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。

〇訪問活動勉強会開催
　７月９日（月）夜７時か      
  ら三宅島ふるさと再生　
　ネットワークにて。

〇第８回世話人会開催
　７月 17 日（火）午後６
　時半から東京ボランティ
　ア市民活動センターフロ
　アにて。

〇５月 23 日（水）第７回
　世話人会で京町さん、小
　林舞さんが世話人に加わ
　りました。

〇ご寄付をお願いします

　４面に「ご寄付のお願い」
　の記事を掲載いたしまし
　た。ご協力をお願いいた
　します。

事務局：あすなろ保育園内
住所：〒 173-0005　　　 
　　　東京都板橋区仲宿 25-6 
電話・ＦＡＸ　03(3963)5697

事務局便り京
町
さ
ん
ら
の
来
島
に
新
た
な
誓
い

在
京
島
民
帰
島
の
請
願
を

復興進む中で

残された課題の解決を
　４月のあじさいの里開所、６月の合

同運動会実施や温泉の再開など、島

の復興も進んでいる。また、京町

さんらが来島されたことにより、

災害に負けてはいけないとい

う思いを新たにした。

会長
時評

合
同
運
動
会
に
晴
れ
晴
れ

神戸から届いたボールを三宅
高校に届ける佐藤会長（左）
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三
宅
島
の
漁
業
の
現
状
を
、
同
島
漁
協
専
務
理
事
の
浅

沼
徳
広
氏
に
報
告
し
て
い
た
だ
い
た
。
水
揚
げ
量
の
伸
び

悩
み
な
ど
、
ま
だ
問
題
も
多
い
が
、
定
置
網
漁
の
復
活
な
ど
、

関
係
者
の
努
力
で
明
る
い
兆
し
も
見
え
て
い
る
。

 

三
宅
島
漁
協
の
現
状
は
、

組

合

員

の

総

水

揚

高

約

１
億
４
千
万
円
で
２
０
０
０

年
の
噴
火
前
の
２
億
５
千
万

円
と
比
べ
る
と
、
１
億
円
の

減
少
。
主
な
原
因
は
漁
業
者

の
高
齢
化
に
よ
る
引
退
、
噴

火
に
よ
る
降
灰
が
泥
流
と
な

っ
て
海
中
に
流
入
し
、
磯
根

資
源
（
主
に
天
草
）
が
大
打

船
17
隻
が
全
滅
と
い
う
事
態

が
発
生
し
た
こ
と
。
最
近
は

せ
っ
か
く
魚
を
釣
っ
て
も
、

船
に
揚
げ
る
前
に
イ
ル
カ
が

食
べ
て
し
ま
う
の
で
、
イ
ル

カ
が
出
た
ら
漁
を
止
め
て
帰

港
し
て
し
ま
う
の
も
一
因
に

な
っ
て
い
ま
す
。

帰
島
後
組
合
員
は
、
若
干

増
え
た
も
の
の
、
そ
れ
が
水

揚
げ
増
に
直
接
つ
な
が
る
こ

と
は
な
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、

水
揚
げ
さ
れ
る
魚
種
も
大
体

決
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
村
で

は
観
光
を
基
軸
に
施
策
を
展

開
す
る
と
い
う
大
方
針
を
打

ち
出
し
て
い
ま
す
。
観
光
客

を
三
宅
島
ら
し
い
海
の
幸
で

も
て
な
す
べ
き
で
あ
る
と
考

え
、
多
種
多
様
な
魚
が
獲
れ

る
定
置
網
漁
を
、
本
年
５
月

14
日
か
ら
再
開
し
ま
し
た
。

漁
は
幸
先
よ
く
、
高
級
な

赤
イ
カ
が
、
多
い
時
は
１
日

１
ト
ン
近
く
入
網
し
て
い
ま

す
。
カ
ツ
オ
や
マ
グ
ロ
は
ど

こ
で
も
食
べ
ら
れ
ま
す
が
、

島
な
ら
で
は
の
磯
魚
で
観
光

客
の
食
卓
を
賑
わ
そ
う
と
目

下
頑
張
っ
て
お
り
、
よ
う
や

く
そ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

今
後
の
課
題
は
、
日
本

の
漁
業
専
管
水
域
の
47
％
を

占
め
る
伊
豆
、
小
笠
原
諸
島

に
漁
業
は
絶
対
欠
か
す
こ
と

が
で
き
な
い
、
重
要
な
一
次

産
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
後

継
者
の
育
成
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
島
内
に
後
継
者
が

居
な
け
れ
ば
、
島
外
か
ら
呼

び
込
む
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

う
。
そ
の
た
め
の
後
継
者
問

題
検
討
委
員
会
の
規
約
を
作

り
、
も
う
す
ぐ
委
員
会
の
立

ち
上
げ
を
行
い
ま
す
。

そ
れ
と
並
行
し
て
、
組

合
員
一
人
ひ
と
り
の
水
揚
げ

の
増
量
が
必
要
で
す
。
現
在

正
、
准
組
合
員
合
わ
せ
て
約

千
余
名
い
ま
す
が
、
殆
ど
水

揚
げ
の
な
い
組
合
員
や
、
船

を
持
っ
て
い
て
も
水
揚
げ
が

ゼ
ロ
に
等
し
い
人
達
を
い
か

に
水
揚
げ
さ
せ
る
か
が
問
題

で
す
。
ま
た
、
噴
火
に
よ
る

☆
三
宅
島:

自
然
満
喫
、

７
年
ぶ
り
自
転
車
レ
ー
ス
￤

85
人
が
参
加　

　

三

宅

島
で

６

月

２

日

に
、
２
０
０
０
年
ま
で
開
催

さ
れ
て
い
た
自
転
車
レ
ー

ス
が
７
年
ぶ
り
に
復
活
し

た
。
85
人
が
参
加
し
、
ヒ

ル
ク

ラ

イ

ム

レ

ー

ス

が

行
わ
れ
た
。
07
年
６
月
３

日

毎

日

新

聞(
http://

h
e
a
d
l
i
n
e
s
.
y
a
h
o
o
.

co.jp/hl?a=20070603-
00000142-mailo-l13 )

☆
公
道
や
は
り
「
無
理
」
三

宅
島
レ
ー
ス
開
催
困
難

　

三
宅
島
の
観
光
振
興
策

と
し
て
石
原
慎
太
郎
都
知

事
（
74
）
が
提
唱
し
た
２

輪
公
道
レ
ー
ス
で
、
都
が

代
替
案
と
し
て
検
討
し
て

い
た
２
・
５
キ
ロ
の
公
道

レ
ー
ス
も
開
催
が
難
し
い

こ
と
が
20
日
、
分
か
っ
た
。

［
２
０
０
７
年
５
月
21
日
７

時
39
分
『
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
』

紙

面

か

ら(http://www.
nikkansports.com/general/
bntp0-20070521-201871.
html)

☆
「
三
宅
島
噴
火
災
害
誌
」

都
が
ま
と
め
る
。

　

平
成
12
年
の
三
宅
島
の
火

山
噴
火
に
よ
る
被
災
状
況
や

復
旧
の
課
題
を
、
東
京
都
が

「
災
害
誌
」
と
し
て
ま
と
め
、

今
後
の
対
策
に
生
か
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
５
月
９
日

(

水)

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス

(http://www.nhk.or.jp/
nhkvnet/spot/miyake/
index.html)

　

☆　

☆　

☆　

☆　

☆

撃
を
受
け
た

こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

一
方
、
避

難
中
の
02
年

秋
の
台
風
12

号
に
よ
り
、

坪
田
漁
港
防

波
堤
が
破
ら

れ
、
上
架
し

て
あ
っ
た
漁

降
灰
が
泥
流
と
な
っ
て
海
に

流
れ
出
て
、
天
草
等
、
磯
根

資
源
に
影
響
を
与
え
て
い
る

現
状
を
ど
う
回
復
さ
せ
る
か

（
現
在
東
京
都
、
東
京
海
洋

大
学
等
で
調
査
、
研
究
、
実

験
礁
を
海
中
に
投
入
し
て
実

験
中
）
な
ど
、
か
つ
て
の
「
天

草
日
本
一
」
の
地
位
を
一
刻

も
早
く
取
り
戻
す
た
め
、
役

職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
今

年
５
月
～
今
年
６
月
ま
で
の

島
に
関
す
る
情
報
で
す
。

ネ
ッ
ト
情
報
コ
ー
ナ
ー

ア
カ
コ
ッ
コ
通
信
「
短
縮
版
」

三
宅
島
漁
協
専
務
理
事　

浅
沼
徳
広

問
題
あ
る
が 

明
る
い
兆
し
も

定
置
網
漁
を
再
開

課
題
は
後
継
者
の
育
成

島の漁業

島の水揚げ風景。

徐々に活気が戻っ

てきている
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神戸新聞記者 　新開 真理
　

神
戸
新
聞
の
記
者
と
し
て
、
災
害
の
報
道
に
携
わ
っ
て
き

た
新
開
真
理
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。「
居
住
安
定
支
援
制
度
」

が
創
設
さ
れ
て
か
ら
３
年
が
過
ぎ
、
来
年
度
に
は
見
直
し
が

迫
る
。
新
開
さ
ん
は
、
「
見
直
し
は
機
能
不
全
に
陥
っ
て
い
る

制
度
を
打
開
す
る
チ
ャ
ン
ス
」
と
語
っ
た
。

　

自
然
災
害
で
住
宅
が
全
半

壊
し
た
世
帯
に
解
体
撤
去
費

な
ど
を
支
給
す
る
「
居
住
安

定
支
援
制
度
」
が
創
設
さ

れ
、
今
春
で
３
年
が
過
ぎ
た
。

支
援
金
を
住
宅
本
体
の
建
築

や
補
修
に
使
え
な
い
上
、
年

収
や
年
齢
の
条
件
が
厳
し
い

な
ど
制
約
が
多
い
こ
の
制
度

は
、
「
４
年
後
の
見
直
し
」

と
い
う
“
条
件
付
き
”
で
成

立
し
た
経
緯
を
持
つ
。
見
直

し
を
前
に
、
あ
ら
た
め
て
問

題
点
を
整
理
し
た
い
。 

　

居
住
安
定
支
援
制
度
が
盛

り
込
ま
れ
た
改
正
被
災
者
生

活
再
建
支
援
法
は
２
０
０
４

年
４
月
に
施
行
。
今
年
４
月

末
ま
で
に
、
新
潟
県
中
越
地

震
な
ど
17
（
三
宅
島
噴
火
災

害
の
長
期
避
難
世
帯
特
例
を

含
む
）
の
自
然
災
害
に
適
用

さ
れ
た
。 

　

既
存
の
生
活
再
建
支
援
金

と
合
わ
せ
、
最
大
３
０
０
万

円
の
支
給
を
定
め
て
い
る

が
、
使
途
は
住
宅
の
解
体
、

撤
去
費
や
新
た
な
住
宅
取
得

の
た
め
の
借
入
金
の
利
子
な

ど
に
限
定
。
し
か
も
世
帯
主

が
45
歳
未
満
で
、
一
家
の
年

収
が
計
５
０
０
万
円
以
上
あ

る
と
対
象
外
に
な
る
な
ど
、

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。 

　

筆
者
が
２
０
０
４
年
12
月

に
調
べ
た
際
に
は
、
こ
の
制

度
が
適
用
さ
れ
た
自
然
災
害

で
自
宅
が
全
半
壊
し
た
世
帯

の
う
ち
、
支
給
対
象
と
な
っ

た
の
は
一
割
に
も
満
た
な

か
っ
た
。 

　

こ
う
し
た
実
態
を
反
映
す

る
よ
う
に
、
23
に
上
る
都
道

府
県
が
、
年
収
な
ど
の
条
件

を
緩
和
し
た
り
使
途
を
拡
充

す
る
な
ど
、
独
自
の
補
完
制

度
を
整
備
し
て
い
る
。
利
用

者
数
も
、
自
治
体
の
制
度
の

方
が
圧
倒
的
に
多
い
。
国
の

「居住安定支援制度」来年見直し

制
度
は
機
能
不
全
に
陥
っ
て

い
る
。 

　

一
方
、
三
宅
島
で
は
東
京

都
に
よ
る
支
援
が
手
薄
で
、

被
災
者
の
苦
労
は
多
い
と
聞

く
。
帰
島
を
果
た
し
て
も
、

高
濃
度
地
区
に
自
宅
が
あ
る

場
合
は
居
住
で
き
な
い
が
、

復
興
公
営
住
宅
は
な
く
、
村

営
住
宅
も
不
足
し
て
い
る
と

い
う
。
ま
た
健
康
や
経
済
的

な
理
由
な
ど
で
島
外
に
暮
ら

し
続
け
る
人
た
ち
の
支
援

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
で

も
っ
て
い
る
よ
う
に
映
る
。 

　

国
は
今
年
３
月
、
居
住
安

定
支
援
制
度

の
見
直
し
に

向
け
た
検
討

会
を
内
閣
府

に
設
置
し
、

関
係
者
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ

な
ど
を
続
け

て
い
る
。
高

齢
化
と
所
得

格
差
の
拡
大

が
進
む
社
会

で
、
必
死
で

生
活
再
建
に

取
り
組
む
被

災
者
の
実
態
を
き
ち
ん
と
踏

ま
え
、
総
合
的
な
議
論
を
進

め
て
ほ
し
い
と
願
う
。 

　

制
度
の
創
設
当
時
、
政
府

や
国
会
、
全
国
知
事
会
な
ど

の
動
き
を
一
年
近
く
取
材
し

た
経
験
か
ら
、
住
宅
の
「
公

共
性
」
を
め
ぐ
る
議
論
が

も
っ
と
広
が
っ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

住
宅
は
確
か
に
個
人
の
財

産
で
は
あ
る
が
、
同
時
に
社

会
を
形
成
す
る
基
盤
で
も
あ

る-

と
い
う
発
想
を
共
有

で
き
な
い
か
。
そ
う
す
れ
ば
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓

を
生
か
そ
う
と
兵
庫
県
が
全

国
に
先
駆
け
て
始
め
た
が
、

苦
戦
を
続
け
る
住
宅
共
済
へ

の
理
解
も
深
ま
る
の
で
は
、

と
期
待
す
る
。 

　

制
度
の
見
直
し
に
向
け
、

国
が
動
き
出
し
た
今
は
大
き

な
チ
ャ
ン
ス
と
言
え
る
。
耐

震
補
強
や
地
震
保
険
な
ど
事

前
の
備
え
と
支
援
制
度
の
関

係
な
ど
、
論
点
は
多
い
。
災

害
大
国
・
日
本
で
、
よ
り
多

く
の
人
が
希
望
を
持
っ
て
生

き
ら
れ
る
社
会
を
つ
く
る
た

め
、
被
災
経
験
の
あ
る
地
方

紙
の
積
極
的
な
連
携
な
ど
、

報
道
に
も
工
夫
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
る
。

機能不全の現状打開を

阪神・淡路大震災後、神戸市内などに大量に建

設された公営の復興住宅。高齢者の姿が目立つ

住
民
に
厳
し
い
制
約

被
災
体
験
の
連
携
を

　神戸新聞文化生活部

記者。阪神・淡路大震

災の復興への動きや被

災者生活再建支援法の

改正、国の防災施策、

三宅島の生活再建をめ

ぐる取材等にかかわる。

略歴（しんかい　まり）
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三
宅
島
ふ
る
さ
と
再
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
在
京
島
民
の
訪
問
を

は
じ
め
、
様
々
な
活
動
を
続
け
て
き
た
。
そ
の
活
動
資
金
は
ネ
ッ

ト
に
寄
せ
ら
れ
る
寄
付
金
だ
。
し
か
し
、
避
難
指
示
解
除
か
ら
２

年
以
上
が
た
つ
中
で
寄
付
金
の
額
は
減
っ
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
ネ
ッ

ト
で
は
支
援
継
続
の
た
め
、
新
た
な
寄
付
を
募
っ
て
い
る
。

　

三
宅
島
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト

は
、
２
０
０
５
年
４
月
に
結

成
さ
れ
、
３
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。

　

在
京
島
民
や
ネ
ッ
ト
の
活

動
に
共
感
し
て
下
さ
る
方
々

に
出
会
い
、
ご
協
力
を
頂
き

三
宅
島
新
報
と
ふ
る
さ
と

だ
よ
り
の
発
行
、
訪
問
活
動

を
中
心
と
し
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
様
か

ら
の
ご
寄
付
が
あ
っ
て
運
営

も
成
り
立
っ
て
き
ま
し
た

が
、
最
近
は
以
前
よ
り
ご
寄

付
の
金
額
が
減
り
、
こ
の
ま

ま
で
は
三
宅
島
新
報
の
発
行

や
ネ
ッ
ト
の
運
営
が
厳
し
い

と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

　

過

去

２

年

間

の

寄

付

金

額

は
、

05

年

度

が

合

計

１

１

２

万

２

千

円
で

70

名
、

06

年

度

は

合

計

91
万
３
千
６
百
１
円
で
77
名

の
方
々
か
ら
頂
き
、
お
米
券

や
お
米
、
野
菜
な
ど
も
頂
い

て
き
ま
し
た
。
寄
付
金
は
主

に
三
宅
島
新
報
等
お
便
り
の

郵
便
代
、
お
よ
び
島
内
で
の

全
戸
配
布
、
訪
問
活
動
の
交

通
費
、
事
務
・
会
議
費
に
使

用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歳

末
助
け
合
い
や
ふ
れ
あ
い
懇

親
会
も
行
い
、
在
京
島
民
の

方
々
か
ら
感
謝
の
お
言
葉
や

お
手
紙
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
で
は
今
後
も
、
三

宅
島
の
災
害
が
ま
だ
終
わ
っ

て
い
な
い
と
い
う
現
実
を
伝

え
、
帰
り
た
く
て
も
帰
れ
な

い
島
民
の
方
々
の
た
め
に
、

で
き
る
こ
と
を
続
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

改
め
て
、
ご
寄
付
の
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。
振
込

み
先
は
次
の
通
り
で
す
。

【
郵
便
振
替
口
座
】

口
座
番
号

　

0
0
1
2
0
-
3
-
5
4
5
0
3
6

口
座
名
称

　

三
宅
島
ふ
る
さ
と

　
　

再
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク	

　

ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
の
関
係

者
６
名
が
、
本
紙
の
編
集
を

担
当
す
る
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
の
メ
ン

バ
ー
お
よ
び
、
向
上
高
校
の

新
聞
委
員
と
と
も
に
、
８
月

７
日
か
ら
９
日
ま
で
神
戸
を

訪
ね
る
。

　

目
的
は
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
以
降
神
戸
で
培
わ
れ
て

き
た
訪
問
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ

な
ど
を
学
ぶ
こ
と
や
、
神
戸

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
。

　

現
地
で
は
、
２
０
０
４
年

に
朝
日
福
祉
賞
を
受
賞
し

た
「
阪
神
高
齢
者
障
害
者
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
理
事
長

の
黒
田
裕
子
氏
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
で
活
動
を
行
う
。
ま

た
、
６
月
25
日
、
26
日
に
島

を
訪
れ
た
「
１
・
１
７
希
望

の
灯
り
」
や
こ
れ
ま
で
も
交

流
が
あ
っ
た
「
長
田
鷹
取
教

会
」
な
ど
を
訪
ね
る
。

　

こ
の
訪
問
活
動
の
状
況

は
、
次
号
に
掲
載
す
る
予
定

で
あ
る
。

　

ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
の
活

動
資
金
は
寄
付
金
で
す
。

　

ど
の
よ
う
な
災
害
の
と

き
に
も
、
時
が
た
つ
と
忘

れ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
支
援
が
必
要
な

人
は
ま
だ
い
ま
す
。
寄
付

を
す
る
こ
と
は
間
接
的
で

す
が
大
き
な
助
け
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　

（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
一
同
）

帰りたくても帰れない人たちへ　支援の継続を

ふるさとネットに寄せら
れ

た「ご寄付」や「手紙」
の

数々。温かい気持ちや様
々

な思いが込められている

【お便り】（要約）
　避難中そして解除後も
便りをお送り頂き感謝し
ております。個人で避難
した立場ではとても役に
立ち心の支えとなり気強
く感じました。ようやく
今年１月に帰島し島へ定
住することができるよう
になりました。長い間あ
りがとうございました。
まだ島の土を踏むことの
できない方々のお力添え
を宜しくお願い申し上げ
ます。同封のお金は活動
にご利用下さい。（Ｉさん）

【ご寄付者名】
（３月27日から６月11日・
○数字は寄付の回数）
佐藤就之様③、伊藤奈穂
子様、大石真様⑤

ご寄付のお願い

帰れない人へ 支援の継続を

ネ
ッ
ト
メ
ン
バ
ー
研
修
の
た
め
神
戸
へ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
と
交
流
を

編
集
後
記

ふるさとネット事務局長　伊藤奈穂子


